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§１．研究成果の概要 

 

研究では、ヒト・モノのモビリティ最適化の実応用を例としつつ、ハードウェアとソフトウェアの両面

から将来のエッジ指向グラフ処理基盤に関して研究開発を実施している。2021 各研究項で以下に

記述するような主要な成果を得たほか、社会展開も積極的に行い、企業と共同で成果展開へ向け

た活動を行った。まず、【研究項目 A】(1) エッジ指向グラフ処理アクセラレータ・アーキテクチャで

は、 より高効率なエッジ指向グラフ処理アクセラレータエンジン開発の一環として、ニアメモリ型の

アーキテクチャ開発に取り組み、FPGA 上にプロトタイプ設計を行った。【研究項目 A】(2) AI/AC 処

理との連携が可能なグラフ処理システムアーキテクチャの開発では、RISC-V コアをベースにニュ

ーラルネットワーク計算に適した近似ベクトル積和演算器を実装し性能評価を行った。本成果を国

際会議で発表し、IEICE VLD Excellent Student Author Award for ASP-DAC2022 を受賞した。【研

究項目 A】(3) エッジ指向グラフ処理アクセラレータ向け電力管理技術開発と実チップ検証では、

近似乗算器の応用評価や最小エネルギー点追跡機能の実チップ評価を行った。【研究項目 B】(4) 

エッジ指向グラフ処理アクセラレータ向けソフトウェアスタックの開発、および(5) グラフ・AI/アニー

リング処理のシームレスな連携を実現するソフトウェアフレームワークでは、エッジグラフ処理フレー

ムワークのソフトウェア環境を引き続き開発して評価を行ったほか、グラフ構造を用いたデータ管理

手法に関して本プロジェクトでの重要応用領域への適用検討を行った。【研究項目 C】(6) エッジ

指向グラフ処理向けアルゴリズムの開発では、長時間多物体追跡のための画像品質を考慮したク

ラスタ識別に関する研究など、新たな応用を目指したアルゴリズム開発などを行い、【研究項目 C】

(7) 将来的なアニーリングアクセラレータ連携に向けた要件調査と性能解析では。グラフに関して

事前に入手可能な情報を用いて、イジングマシンの性能調査を実施した。さらに、【研究項目 D】

(8) 協力企業との連携と応用展開では、 協力企業との連携と応用展開として、Yahoo! Japan やロ

ート製薬、パナソニック、ソフトバンク、豆蔵といった企業と連携し、様々な成果が創出された。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）近藤グループ 

① 研究代表者：近藤 正章 （慶應義塾大学理工学部 教授） 

② 研究項目 

・エッジ指向グラフ処理アクセラレータ・アーキテクチャ 

・エッジ指向グラフ処理アクセラレータ向けソフトウェアスタックの開発 

・グラフ・AI/アニーリング処理のシームレスな連携を実現するソフトウェアフレームワーク 

・協力企業との連携と応用展開 

 

（2）藤澤グループ 

① 主たる共同研究者：藤澤 克樹 （九州大学・マス・フォア・インダストリ研究所 教授） 

② 研究項目 

・エッジ指向グラフ処理向けアルゴリズムの開発 

・将来的なアニーリングアクセラレータ連携に向けた要件調査と性能解析 

・協力企業との連携と応用展開 

 

（３）石原グループ 

① 主たる共同研究者：石原 亨 （名古屋大学大学院情報学研究科 教授） 

② 研究項目 

・AI/AC 処理との連携が可能なグラフ処理システムアーキテクチャの開発 

・エッジ指向グラフ処理アクセラレータ向け電力管理技術開発と実チップ検証 

・協力企業との連携と応用展開 
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